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「スポーツ・文化・ワールド・フォーラム」視察記（詳細版） 
10月 19日－22日 
文科省（文化庁・スポーツ庁）の 2020年東京大会の文化プログラムのキックオフイベント。初日は京都、2
日目から 3 日間が東京で多くのイベントが開催された（巻末のスケジュール表参照）。シンガポールからの客
人のKim Lim Gek（金林玉）さんと参加したので簡単に報告する。このフォーラムは IOCバッハ会長や世界
のスポーツ担当大臣の参加を得て、経済面の官民ワークショップまで幅広く開催された。しかしながら、一般

に公開されたイベントは多くない。それでAll Togetherの文化プログラムのキックオフとは？	  

	  
19日：早朝に新幹線で京都入り。京都会場の新設のローム・シアターは厳しいセキュリティチェック。オープ
ニングと全体会に応募して参加できた。ポスターには「All Together！共に創ろう、新たな成長」。本当か？会
場入り口では、京都のミス着物のお嬢さん達が笑顔で記念撮影に応じてくれた。客人のKimさんは大喜び。 
オープニングセレモニーは藤原道山の尺八に弦楽四重奏のコラボ、バックにはCGの映像作品と芸術満載の
スタートである。会場は満員。政財界の挨拶はさておき、基調講演は 3者。オリンピック文化遺産財団理事長
のブランシス・ガーベットの話は IOCの文化プログラムとオリンピックミュージアム。京都が誇るノーベル賞
受賞者の山中伸弥教授はユーモアを含めながら自分の研究について、また中山氏の父の貢献について語った。 
中でも、裏千家の元家元の宗玄室氏の「日本人の心」というスピーチが興味深かった。文化プログラムで「お

もてなし」を前面に出す政府や組織委員会に対して、「もてなし」（注：おもてなしとはいわない）を売りもの

にするべきでない、と言うのである。日本人の心性には既にもてなしの心や心構えが入っているので、わざわ

ざ「もてなし」などと取り出して言うに当たらず。温かい心をもって各国の人々を迎え、付き合っていく。さ

りげない態度で接すること、それが人間愛であると静かに語っていた。そして、千利休の教えである茶の心の

「四規：和敬清寂」について紹介したのが印象的であった。平和・尊敬・清心・不動、このような態度で日本

文化の良さが自ら発信できるのであろう。客人の Kim さんもこの宗室氏の話だけはメモをとっていたのが印

象深い。 
オープニングの最後に宮田文化庁長官による「2020年を見据えた文化による国づくりを目指して」（通称：
京都宣言）が読み上げられた。オリンピック・パラリンピックが文化の祭典でもあるとし、クールジャパンと

いうソフトパワーを生かして、多様な文化の振興、産業振興や海外展開、地方創生等への可能性を秘めた文化

による国づくりをオールジャパンで推進すべきである、と宣言した。要するに、文化芸術立国およびそれによ

る観光立国を目指すというのである。国の文化行政としての文化の投資が国際協力、社会発展、経済成長にも

繋がるようにするという。まったくもって内向きの経済と観光志向の発想である。英語版の宣言文がないのが

残念ある。 
午後は一般公募のシンポジウム「東京 2020 公認文化オリンピアード：文化芸術資源で未来をつくる－輝き
続ける日本へ－」に参加。オープニングは車椅子ダンスパフォーマンス。基調講演は宮田文化庁長官とオリン

ピック文化遺産財団のガーベット氏。宮田長官は芸大学長時代からの「上野の文化の杜」構想と企画展示のア

ール・ブリュットに言及。プレゼンテーションの 4人の話にはあまり関心を呼ぶようなメッセージがない。参



加者が驚いたのはゲストパフォーマンスの「ももいろクローバーZ」。多くの追っかけが前席に陣取っての応援
パフォーマンスである。 
幕間には、企画展示のアール・ブリュットの展示作品を見ることができた。この展示会は東京 2020 参画プ
ログラムの一環として公認プログラムのロゴマークも使っていた。「アール・ブリュット－多様な表現が繋ぐ新

たな社会へ」というのが展示会のタイトル。「アール・ブリュット」とは「手を加えない生の芸術」という意味

である。障がいを持つ人々の生の感性がそのまま表現されている素晴らしい作品群が展示してあった。作品の

写真撮影が禁止なのが残念。宮田文化庁長官や元滋賀県知事の嘉田由紀子氏等も参加していた。澤田真一氏な

どの障がい者アートと滋賀県のつき合いを初めて知った次第である。ここで、リーズ大学の知人である文化プ

ログラムの研究者 ビートリッツ・ガルシア女史がこのシンポジウムに参加していて、再会にびっくりである。 
 
20 日：SCWF は一般公募のイベントがない。残念である。オランダ大使館のスポーツ価値のラウンドテーブ
ルに招かれたのでそちらに参加。日蘭のスポーツ研究者が 3カ所でラウンドテーブルで意見交換を行った。こ
れが 21日夜のレセプションに繋がった。オランダのスポーツ大臣の来日に合わせた企画イベントであった。 
 
21日：相鉄線の人身事故の影響で 1時間電車に閉じ込められて乃木坂の国立新美術館での障がい者アートのシ
ンポジウムに出遅れる。このシンポジウムは東京で唯一の一般の人が参加できるイベントである。しかしなが

ら、会場は満席ではない。知られていないのであろう。宮田亮平（文化庁長官）と青木保（国立新美術館長）

の挨拶は聞けず。ジェニー・シーレイ（グレイアイ・シアター・カンパニー 芸術監督）の講演の途中から入場
する。会場にはガルシア女史やニッセイの吉本氏の姿も見えた。 
シーレイ女史は、2012年ロンドン大会の文化プログラムである Unlimitedでアーティスティック・アドバ
イザーを務めた人である。障がい者の文化芸術参加を医療モデルから社会モデルに変換し、様々な工夫でアク

セシビリティを確保することが重要であると主張していた。それがインクルージョンの前提であるし、身体能

力で人を評価するのはおかしいと語っていた。リオの開会式にも言及し、事前に準備しさえすれば誰でも参加

できると。 
東ちづる氏（女優/一般社団法人Get in touch 理事長）は「まぜこぜの社会」をつくることの大切さを、日
比野克彦氏（アーティスト/東京藝術大学教授）はリオでの TURNの活動について、森田かずよ氏（ダンサー 
NPO 法人ピースポット・ワンフォー理事長）は自分のダンスと演劇パフォーマンスで障害のある身体を晒す
ことで一体何を伝えるのか模索していること、山中俊治氏（デザインエンジニア/東京大学大学院情報学環教授）
はDesigning Bodyと題して美しい義足を作ることで、失われた部位の補完を超えた身体を拡張する未来を志
向すると述べた。森田氏の「種を蒔いても勝手に花は咲かない。日常圏に表現する機会を増やすこと」「メディ

アも障害を感動や哀れみではなく、福祉ではなく芸術文化として報道すること」の重要性を指摘していた。山

中氏は障害の一つ一つを直視して論ずることの大切さ、「障がい者だからと一括りにするのではなく、social
として論ずるのではなく」、この視線の大切さを強調していた。進行は野澤和弘氏（毎日新聞論説委員）であっ

た。 
これはなかなか興味深いシンポジウムであった。障がい者アートの可能性を再認識させられた。会場の国立

新美術館には障がい者アートの一環として『ここから』と題して、障がい者アート、義足のデザイン、車椅子

デザインやTURN in BRAZIL帰国報告会の展示など、興味深い展示も行われていた。無料の展示会で会った
が鑑賞者は多くはなかったのが残念である。夜はホテルニューオータニでオランダ大使館主催のレセプション

に参加。 
 
22日：最終日はスポーツ・文化・ワールド・フォーラムをパスしてKimさんと神奈川のパラスポーツフェス
タに参加した。田口亜紀さんの講演が目当てであった。2人でボッチャとゴールボールも体験。Kimさんはパ
ラリンピックのゴールボールの銀メダルを触れるのが信じられない様子。感激していた。シンガポールはリオ

で初めて水泳で金メダルを獲得した。この後どのような展示にしていくか気になるようであった。 



 
 
 
 



 


